
※プログラム等は変更になる場合があります

■ ICF情報把握・共有システムを活用した

支援の検討方法について
講師：北海道大学大学院 教授 安達 潤氏

■記録からみる支援の検討方法について
講師：鳥取大学 教授 井上 雅彦氏

■実践をもとにした意見交換
講師：北海道大学大学院 教授 安達 潤氏

鳥取大学 教授 井上 雅彦氏

■令和４年度厚生労働科学研究に関する報告・意見交換

第1回
12月1日（木）
10:00～16:00

第2回
1月13日（金）
13:00～16:30

第3回
3月1日（水）
13:00～16:30

令和４年度厚生労働科学研究費補助金事業

令和４年度強度行動障害支援者養成研修

実践検討・意見交換会
国立のぞみの園では、令和３年度厚生労働科学研究において、障害特性や強み等本人の全体

像の把握、および記録の効率化や支援者間での円滑な情報共有を行いやすくするため、「－ICF

システム＆行動観察システム－行動と環境の包括的アセスメントによる環境調整支援パッケー

ジ」をとりまとめました。内容は下記URLをご参照ください。

（https://www.nozomi.go.jp/investigation/pdf/report/03/R03-4.pdf）

■ ICFについて
講師：北海道大学大学院 教授 安達 潤氏

■行動の捉え方について
講師：鳥取大学 教授 井上 雅彦氏

開催日程とプログラム内容

各回、講義とグループ討議が中心です。グループ討議では、パッケージをもとにしたチーム支援の実際や支援にあたっての課題や

工夫、支援内容の検討等を行っていきます。グループ構成は、参加者4名とファシリテーター1名を予定しています。

期間中は、グループチャットを活用して、情報共有等を行い、実践のサポートを行います。

次回までの期間に各事業所で実践
◇ICFシートの記入
◇記録方法の周知
◇支援の実施・記録
◇支援結果のフィードバック

次回までの期間に各事業所で実践
◇支援方法・記録方法の周知
◇支援の実施・記録
◇支援結果のフィードバック

実践検討・意見交換会では、参加者の実際の

事例に対し、このパッケージを活用しながら、

チームで生活の質向上に向けた支援を検討する

ことを目的としています。

また、事業所内だけではなく、地域で支えて

いくために必要な視点や人材養成について、国

立のぞみの園が取り組んでいる研究をもとに、

意見交換を行う予定です。

※パッケージの概要



実践検討・意見交換会では、行動障害がある実際の事例を用いて、支援の実施、記録、検討等
を行っていきます。参加にあたっては、事例対象者への説明と同意書の提出が必要となります。
※参加が決定した方には同意書をお送りしますので、事例対象者へ説明のうえ、同意書の提出を
お願いします。

令和4年度強度行動障害支援者養成研修 実践検討・意見交換会

開催方法 オンライン開催（全３回）

募集人数 ３０名
※定員を上回る応募があった場合は、地域のバランス・経験年数等を考慮し、
選考させていただきます。

参加費 無料

募集要件

・国立のぞみの園が開催する強度行動障害支援者養成研修（実践研修（指導者
研修））修了者または修了者の推薦を受けた方

・強度行動障害がある方の直接支援を行っており、事業所内で強度行動障害支援
の中核を担っている方

・事業所長の推薦を受け、全3回連続して出席できる方
・スマートフォン／タブレットのアプリを用いた記録およびグループチャットを
用いた情報共有が可能な方（事業所に機器がない場合はご相談ください）

申込方法
申込書、推薦状に必要事項をご記入の上、下記お問い合わせ先までメールまたは
FAXにて送信してください。
※FAXにてお申込みの場合、送信後に下記のお問い合わせ先までお電話下さい。

申込期日 10月17日（月）から11月4日（金）必着

参加決定
参加の可否については、11月17日（木）までに、文書にて「参加決定通知」を郵
送いたします。

個人情報の
取り扱い

本研修に関する個人情報は、国立のぞみの園が適切に管理します。

概要・申込み方法

令和4年度厚生労働科学研究費補助金事業

令和４年度厚生労働科学研究の趣旨

★ 参加する皆様へお願い

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
事業企画部研修・養成課 （担当：槻岡、長井）
〒370-0865 群馬県高崎市寺尾町2120-2
TEL：027-320-1357 FAX :  027-320-1368
MAIL：nozomi -seminar -01@nozomi .go . jp

お問い合わせ先

国立のぞみの園では、令和４年度より「強度行動障害者支援のための指導的人材養成プログラ

ムの開発および地域支援体制の構築のための研究」を実施しています。この研究は、強度行動障

害支援における指導的人材に必要な要素と指導的人材等を核とした地域支援体制構築の視点を整

理し、複数地域で試行・検証することで、全国での地域実装に向けたプロセスを明らかにするこ

とを目的としています。

mailto:nozomi-seminar-01@nozomi.go.jp

